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4月の理事会で会長の任に付くこととなりました。服部文

男前会長があまりにも突然に逝去されたことでの急なご指名

でした。 

 思えばこの数年、協会を支えて来られた方々の訃報が相次

ぎました。100歳まで現役で交流に心血を注いでおられた坂

本斐子さんを始め、生け花の指導等で慕われていた山岸ひさ

子先生、服部会長と二人三脚で事務、経理の責任を一身に

担っていた内堀學専務。そして自ら会員を鼓舞し、昨年には

60周年記念パーティーをやり遂げ、会員の意見を活かそうと

実践された服部会長。その喪失感は計り知れません。 

 協会の事務を一手に引き受けて、すべて心得ていた奥園さ

んが退職されたことも大きな損失でした。また様々な事情で

今はなかなか参加がかなわないが、陰ながら応援してくださ

る方々がいます。名島理事、滝波理事、土屋理事、中村（忠

敬）理事、水口氏。以前は協会活動の第一線で活躍された方

ばかりです。広報では大矢理事や長谷川理事、安部氏、山口

氏。大矢氏は尾関理事長とモスクワ訪問団の調印式等で指揮

をとっていました。また、会長だった先代から長期にわたっ

て財政も支えてこられた江守顧問。協会史の3分の2以上を見

て来た中で、活動を牽引してこられた多くの方々も忘れるこ

とはできません。 

 役員の顔ぶれが少しずつ変わってきていますが、今も160

名以上の会員を抱えています。要のロシア語活動では岩本常

任理事、中村泰弘常任理事が担当しており、毎月の大使館な

 

   ご挨拶               千葉 麻里      

●ロシア語教室生徒募集中！  

レベルに合わせたクラスを、それぞれ経験豊富なロシア人

教師陣が担当いたします。プライベート、オンラインレッ

スンもあり、見学も1回のみ可能です。 ＊こちらの定期の

ロシア語教室をご希望の方は、ご入会いただくことになり

ますのでご了承ください。  

●講習会「ロシアのパン文化と黒パンの作り方」  

日時：2026年7月5日（日）14：00～16：00  

場所：田町「リーブラ」学習室E  

講師：ユーリア・ストノーギナ  

会費：会員2､000円  

●2026年イワン・クパーラ祭  

日時：2026年7月25日（土）10：30～15：00  

場所：赤塚公園バーベキュー場（高島平駅より徒歩11分） 

会費：会員2000円、一般2500円  

●ロシア語の泉（18）  

日時：9月27日、10月25日、11月15日（日）13：30～16：00 

授業料：会員7,000円、一般8,500円  

講師：タチヤナ・スニトコ  

お知らせ 

1 

●講演会「マスコミに報じられない世界の真実」  

日時：2026年8月30日（日）14：00～16：00  

会場：田町「リーブラ」学習室C  

講師：小手川大助（キャノングローバル戦略研究所顧

問、大分県立芸術文化短期大学学長）  

●懇親ロシア語合宿  

日時：2026年8月22日（土）～23日（日）  

講師：タチヤナ・スニトコ、ウラジーミル・ボロビエフ 

場所：城ケ崎海岸駅 ＊詳細はお問合せください。  

●ロシア民謡を楽しむ会会員募集中！  

アルト、バスの方が不足しております。ロシア人ピアニ

ストの先生の指導のもと、楽しく歌いませんか。10月に

は「ふれあい祭り」での発表会もあります。  

＊上記、お申込み、お問合せ等はメール、FAXでお願いい

たします。  

NPO日ロ交流協会事務局 Fax:03-5563-0752  

E-Mail: nichiro@nichiro.org  

＊「日ロ交流」「ロシアンティ」8月号はお休みです。ご

了承ください。  

どでの友禅教室を笠原常任理事が、生け花を草月の松村先生

が引継いでいます。懇話会は江本事務局長を責任者として、

岩橋氏を中心とした催し物、交流ツアー等、事業の数は決し

て少なくはありません。留学支援も交流団でのモスクワ等訪

問も再開するつもりです。 

 私が日本文化を学び伝えるようになったのも、ロシアの皆

さんのお陰といっても過言ではありません。皆さんの日本文

化への関心の深さ、水準の高さに絶えず背中を押されてきた

からです。日々勉強の中で、いつも間にか教えるようになり

ました。 

 高校からロシア文学にのめり込みながらロシア語も趣味の

域を出ず、長く文化交流を続けていたというだけで私は決し

てロシアの専門家ではありません。従って相応しい方に引き

継ぐまでのつなぎの役割として、須田副会長、岡崎副会長、

日向寺専務と共に、また頼りになる役員の皆さんと共に協会

を支えたいと思います。 

 中には積極的に活動に参加し手助けしてくれる会員もお

り、これからの協会を担う若い方々も育ってくれていると信

じています。政治、宗教などのしがらみのない、会員のボラ

ンティアで成り立っている自由な団体であるからこそ、皆さ

んの声を聞きながら、真に人と人とを、国と国とを結びつけ

ることのできる場を作れる。それが交流協会の強みなのでは

ないでしょうか。               （会長） 
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だ。夏にはこれらのヴェーニクに新鮮なニガヨモギ、ミント、カ

モミール、オトギリソウなどのハーブが加えられる。するとバー

ニャの中はまるで花咲く牧草地のような香りで満たされる。 

バーニャから出たら井戸から汲み上げた冷たい水をかぶったり、

湖や川に飛び込んだりするのが最高で、その後にサモワールで淹

れた香りの良い温かいハーブティーや、自家製の冷たい「クワ

ス」（ライ麦パンと麦芽を自然発酵させて作る飲み物）を飲む。

夏になると街の通りには伝統的な大きな黄色いタンク（樽）や露

店が現れ、キンキンに冷えた生クワスが売られる。クワスは喉の

渇きを潤すのに最適で、その味はビールと軽いパン風味のレモ

ネードの中間のような独特な味わいだ。  

 夏の主役となる冷たいスープが「オクロシカ」。その名前は

「細かく刻む（крошитьクロシーチ）」という言葉に由来し、す

べての具材を細かく刻んで作る。基本の具材は、キュウリ、ラ

ディッシュ、ゆでたジャガイモ、ゆで卵、たっぷりのハーブ

（ディル、塩もみ青ネギ）、ゆでた脂肪分の少ない肉（牛肉、仔

牛肉、ハムなど）。バリエーションとして、シーフードやキノコ

を入れたり種類が多い。この「サラダ」のような具材にクワスや

ケフィア（ヨーグルトに似た発酵乳飲料）を注ぐことで、サラダ

がスープへと変身する。クワスベースのオクロシカにはスメタナ

を1さじ加え、ケフィアベースのオクロシカには、炭酸のミネラ

ルウォーターを加えることもある。 もちろん、夏にはアイスク

リームも暑さを和らげてくれる。ロシア人はアイスを「歩きなが

ら」食べるのが大好きだが、夏だけでなく冬でも食べる。この

「冬のアイス」は、いつも外国人を驚かせる。  

 そして、夏のメインデザートといえば「スイカ」。最も人気が

あるのはアストラハン産のスイカだ。平均して8～15kg、中には

70kgや80kgに達する記録的な重さのスイカもある。ロシアでは

カットされたスイカでなく丸ごと一玉で売られている。そのため

家族みんなで食べることになる。子どもたちにはスイカを半分に

切ってスプーンで豪快にすくって食べさせる。 様々な味や香り

に満ちた暑い夏の思い出は、これから訪れる長い冬を乗り切るた

めの大切なエネルギーの源となるのだ。  
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 ロシアでは長い寒さ（一部の地域では冬がほぼ半年も続く）の

後、人々はまるで祝祭のように夏を待ち望む。そして夏が到来す

ると、今度は暑さから身を守らなければならなくなる（南部地域

では気温が40℃以上に達する）。暑さでアスファルトは溶けて耐

え難いほどの暑さになる。ソチの夏は高温多湿（亜熱帯気候） 

で、洗濯物が翌朝になっても乾かないほどだ。もちろん、北極圏

やカムチャッカ、チュコトカなどはむしろ寒い。 

 夏になると、金曜日には都市から目に見えて人がいなくなる。

人々が一斉に郊外へ向うからだ。郊外でシャシリーク（ロシア風

串焼きバーベキュー）を味わうのは最高の楽しみだ。焚き火の中

でパチパチと音を立てる白樺の薪や松ぼっくりの香り、肉のマリ

ネや炭火で焼かれたジャガイモの食欲をそそる匂い…。気心の知

れた仲間と月明かりの下、ギターの伴奏で焚き火を囲んで歌う― 

これはロシアのロマンチックな伝統だ。 

 ダーチャ（郊外の別荘）を持っている人は幸運だ。夏にベラン

ダで過ごしたりサモワールを囲んでのお茶の時間。その後、涼し

い夜の庭へ出るのは実に心地よいものだ。 ロシア人にとってダー

チャとは何か？それは一種の「休息の哲学」と言える。森の散

策、バーニャ（ロシア式サウナ）、川や湖での水泳、星空の下の

庭でのうたた寝、夜明けの鳥のさえずりや夕暮れのキリギリスの

鳴き声、ベランダでの夜の語らい、焚き火を囲んでの歌。ダー

チャは特別な瞑想であり、自然との一体感そのもの。  

 さらに幸運なのは、ダーチャに伝統的なロシア式サウナ（バー

ニャ）があること。ロシア人はこのバーニャに入ることで夏の暑

さをしのぐ。バーニャから出た後の、外の暑さは心地よく爽やか

な涼しさにさえ感じられる。一度でもロシアのバーニャを体験し

た人は、ハーブやヴェーニク（抱き枝・枝の束）の香りを決して

忘れないだろう。冬のバーニャでは、乾燥させて保存しておいた

枝を熱湯でもどして使うが、夏は、新鮮でみずみずしい生の枝か

らヴェーニクを作ることができる。白樺のヴェーニクはロシアの

バーニャの象徴だ。夏の白樺の葉は柔らかく繊細で、エッセン

シャルオイルを最大限に放出する。夏のオークの葉は肉厚で蒸気

をしっかりと浴びるのに適しており、天然のマッサージ器のよう

 5月27日（水）夕方6時から、大使館学校の教室で書道

講習会が行われた。講師は現代書道研究所理事の武井幸一

先生。乃木坂の新美術館を始め、毎年4回の展示会の出品

しており40年近く教えているというベテランの先生だ。大

使館からの希望で以前にも何度かお願いしている。今回

は、10名の参加者があった。日本語を学ぶメンバーもい

て、楽しみにしていたそうだ。感想を伺った。  

「12歳の娘と私は初めて書道教室に参加しました。とても

感動し、大変興味深く感じました。娘は絵を描くのが好きなの

で、書道にも興味を持ったようです。授業は有益で興味深いも

のでした。先生はとても穏やかで、まるで何か秘められた知識

を持っているようでした。」「書道はとても哲学的な作業です

ね。先生の人柄も素晴らしい。」  
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夏の猛暑から逃れる方法：ロシアの夏の味と香り          

書道講習会の実施  

スニトコ・タチヤナ  

Как спастись от летнего зноя：Вкусы и ароматы русского лета. 

             最後に色紙（しきし）を1枚ずつ渡 

            して、それぞれ好きな字を自分で書い 

            てもらおうと思ったが、全員先生に書 

            いて欲しいということで時間延長と 

            なった。好きな言葉や自分の名前を漢 

            字に置き換えてもらったり、サインま 

            で入れてもらう人もいた。 

  武井先生は、「永の字を説明しながら書いて見せたのが分か

りやすく効果的だったようだ。絵筆と書道の筆との違いを説明し

たり、上下運動や筆圧の変化も感じ取ってもらえたら良かった。

このような感想をいただけて嬉しい」とのこと。 90分がとても

短く充実して感じられたと思う。書道に造詣のあるスニトコ先生

の丁寧な通訳も有難かった。           （広報部）  
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 心地よい新緑の5月。だが5月は寂しい季節でもある。毎年夏

休み前最後の友禅教室である事と、夏休みの間にロシアに戻ら

れる方がいるからである。 

 今年は長く参加して下さったお二人が帰国されると聞いてと

ても寂しくなった。お一人は、控えめながら生動感のある絵を

描かれていた。「忙しい中で、友禅の制作をしている時は何事

も忘れて没頭できる大切な時間でした」と言ってくださった。

友禅でそのような気持ちになって頂けて、私は友禅をしていて

良かったと心から思った。 

 お二人目は、連絡等のお世話をして下さっていた方で、常に

周りに気遣いをされていた方。Tシャツに描いたアガパンサス

は、聡明な彼女の最高傑作だと思う。  

 神谷町のカフェで千葉さんと3人で小さな送別会をした時「モ

スクワでも変わらずに描きます」と言って下さったのが嬉し

かった。日本の風景を思い出しながら描いて頂きたい。  

 私は友禅の職人であり、制作している時が一番自分に合って

いる。でも、ある日、カルチャーセンターの友禅の講師を頼ま

れてしまい、断るつもりだったが師匠にそれを伝えると「人様

に教える事は大変勉強になるからやりなさい」と言われ、勉強

になるならと始めたのが33年前である。 

 その最初の生徒さんの一人が千葉さんであった。着付けを学

ぶ中で勉強の為に友禅を習う方は多いが、千葉さんは絵を描く事

がお好きなのもあり、じっくり習得し、帯、着物も何点か制作さ

れた。  

 そんな出会いだったが、千葉さんに友禅を教えながら私は日本

文化を教わってきた。知らない言葉もたくさん教わった。私が千

葉さんを人に紹介する時「日本文化の生き字引」と言うが、日本

文化について広く深く知っている人は稀だからである。千葉さん

のお陰で私の当時の夢でもあった国際交流にも参加することがで

きた。  

 初めてロシア大使館に入った時の事をはっきり覚えている。一

歩入るとまさに「ロシア」だった。灯り、ソファ、調度品、そし

て、今ではすっかり耳慣れたがロシア語。別世界に入ったと思っ

た。そしてそこで初めて千葉さんのロシア語を聞いた。ロシア語

で普通に会話する千葉さん、この方はすごい人だったんだと感服

した。  

 毎回千葉さんに助けられ、大使館教室ももう10年以上になる。

千葉さんのお陰で、海外での文化交流にも参加させてもらった。

私の先生業、文化交流部門は千葉さんに育ててもらったようなも

の。この場をお借りして、心から感謝を伝えたい。ありがとうご

ざいました。これからも宜しくお願いします。  

                       （常任理事）   

 モスクワでの娯楽といえば、クラシック音楽、演劇、オペラ

（オペレッタ）、バレエ、ポップスだ（映画もあるのだが行く機

会はなかった）。職場では夕方になると職員たちがそわそわし始

める。仕事の後にどこに遊びに行くのか考えをめぐらすのであ

る。『ダスーク』という、日本でいえば『ぴあ』のような雑誌が

あって、どこで、どのような出し物があるのか詳細に書かれてお

り、それを目当てに直接劇場に足を運んで、受付でチケットを買

い、席につくのある。  

 ただしバレエなど人気の演目は、当日直接劇場に行っても良い

席はないので、前売り券を買う。前売り券は劇場のチケット売り

場でも買うことができるし、チケットのキオースクでも買うこと

ができる。チケットのキオースクは、地下鉄の駅の構内など町中

の至る所にある。ちなみにキオースクは売店のことで、チケット

だけではなく、パン屋、肉屋、八百屋のキオースク、清涼飲料や

お菓子のキオースク、雑誌、文房具、花屋、CD・DVD、コンピュー

ターソフトなどのキオースクなど様々な種類のものがある。チ

ケットのキオースクは日本の駅中の売店よりも狭く、電話ボック

スくらいの広さ。  

 チケットの買い方は簡単である。劇場のチケット売り場で、

「サーモエ・ハローシェエ・メスター、パジャールスタ（一番良

い席をお願いします）」といえばよい。売り子が適当な席を見

繕って、座席の番号を告げてくる。売店の外に掲示してある座席

表で、どの席か確認し、値段を訊いて買うのである。このやり方

でモスクワ音楽院大ホールなどのチケットを買った。小泉首相が

モスクワを訪問した時に、日本の交響楽団が演奏する記念のコン

サートがモスクワ音楽院で開かれたのだが、このときも同じ方法

でチケットをゲットした。2階席の最前列の良い席で、一緒に

行った日本人たちに大変喜ばれたものだった。  

 チケットと言えば、いやな思い出もある。ボリショイ劇場にバ

レエを見に行ったときのこと。席に着いた後にトイレに行ったの

だが、座席のカバンにチケットを置いてきてしまったのだ。ボリ

ショイ劇場ではホールの入り口に「おばちゃん」がいて、そこで

チケットを持っているかどうかをチェックしていた。「カバンに

チケットが入っているんだ」「取りに行かせてくれ」といっても

「おばちゃん」は聞き入れてくれなかった。私を不法にホール内

に入ろうとしているものだと決めつけてしまっていた。10分位の

押し問答の末、強引にホールに入り、自分の席まで走って追っか

けてきた「おばちゃん」にチケットを見せたら引き下がってくれ

た。だけど決めつけてごめんなさいという謝罪の弁は一切なかっ

た。  

 ボリショイ劇場のダフ屋を紹介してもらったこともあった。結

構良心的な人で、正規の値段の3割り増しくらいの値段だった。

電話をかけて、チケットを確保してもらい、当日劇場前で待ち合

わせ、チケットを受け取るのである。あるとき、彼が消化しきれ

なかったチケットを買ってくれないかと電話をかけてきた。余っ

ていたチケットで、そのまま放置してしまったら紙くずになって

しまう。だから儲け無しで、逆に割り引いてくれた。座席は、か

なり上層階の最前列で真下に舞台を見下ろすところ。特に見たい

演目ではなかったが、演者の位置を定める蓄光テープの「目張

り」が確認できたり、舞台袖や楽団の様子が見られたりと、それ

なりに楽しめたのである。   
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感謝の気持ち  笠原 以津子  

国際放送史研究の戯言No38  

劇場チケット話  島田 顕  



 

日 ロ 交 流 

● 広報部宛、ご投稿、ご意見をお待ちしております 

2026年7月1日 第367号 (通刊498号)  

 

 ソ連末期のレニングラードで見たクールなものシリーズ第

3弾です。  

 レニングラード生活も2カ月が過ぎ、郊外の自然を見に行

きたくなった。ある寒い晩秋の日の午後、日本人3人で郊外

電車に乗ってラドガ湖を見に行こうと決めた。ラドガ湖方面

へ行く電車の始発駅はフィンランド駅である。フィンランド

駅はレーニンがスイスから凱旋帰国した駅として有名で、駅

舎を背景にレーニン像が立つシンメトリーなデザインのレー

ニン広場があることでも知られている。駅の窓口で茶色い藁

半紙で出来たラドガ湖行きチケットを購入して電車に乗り込

んだ。  

 ソ連の郊外電車エレクトリーチカは最大限の座席を乗客に

提供してくれる最強の電車だ。座席が左右3人ずつ合計6人が

1列に座れるクロスシートの配置であり、1列6人乗りは、ソ

連の鉄道が超広軌（新幹線が採用する標準軌1435ミリよりも

広い）を採用しているからこそなせる技だろう。映画『モス

クワは涙を信じない』で主人

公のカーチャが郊外のダー

チャ(菜園付きセカンドハウ

ス)からの帰り道の車内で恋人

ゴーシャと出会う場面のあの

電車だ。座席は木で出来てい

て電車の内装はあの映画が製

作された1979年から10年経っても変わらないシブさである。

1.5時間かけてやっと終点のラドガ湖駅に到着。16時半と言

うのに黄昏時でほぼ真っ暗だ。駅員1名いるだけの淋しい駅

で、駅の外と中にそれぞれ1ヶ所電灯があるだけで暗い。

きっと真夏は綺麗な保養地なのだろうなどと話しながら5分

も歩けばラドガ湖の湖岸の散策路だった。  

 折り返しの電車の時刻まであと10分なので、戻ろうと駅舎

を振り返れば、真っ白い二等辺三角形を寝かしたようなとて

も印象的なデザインの瀟洒な駅舎が暗闇に浮かんで見えてき

た。実はこの三角形は戦争で使われる戦車止めの「竜の歯」

を表現しており、ラドガ湖駅を通る鉄道路線は「生命の道」

と呼ばれる第二次世界大戦の唯一の食糧と物資の補給路を確

保した戦争の最前線を記念しているのだ。ナチス軍に包囲さ

れたレニングラードは飢餓に晒され、約95万人が飢餓で命を

失ったものの、モスクワから冬のラドガ湖の対岸に氷上を

通って食糧が送られ、その後、レニングラードへ汽車で運ば

れたことで、市民はどうにか

食いつないで生きたと言う歴

史があった。この駅はデザイ

ンがかっこいいだけでなくロ

シア人にとって祖国を守るた

めの意義深い記念碑でもあっ

たのだ。 

樺太経由で函館に上陸したカムチャッカからの引揚者（1947年秋冬）  
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 樺太からの公式引揚が開始されて80年。木村由美『樺太からの

引揚者と戦後北海道』（北海道大学出版会）や北海道立博物館

（札幌市）開催「全国樺太連盟資料展」が道民の注目を集めた。  

 樺太からの引揚者の受入港に指定された函館には、1946年12月

から1949年6月までに約31万人が上陸した。うち約26万人が樺太

住民だったため、寺井稔全国樺太連盟函館支部長が中心となり、

1977年に函館市役所からほど近いグリーンベルト（市有地）に

「樺太引揚者上陸記念碑」【写真】と説明版が建てられた。以

来、2023年まで、この場所で毎年9月初めに函館市主催の記念祭

が行われてきた。  

 実は、「約31万人」の樺太からの引揚者の中には、カムチャツ

カから真岡（現ホルムスク）を経由し、1947年10月から12月まで

に函館港に上陸した人たち（民間人）がいた。彼らは1945年7月

25日にカムチャツカ半島西海岸に向けて出航した「笠戸丸」と

「第二龍宝丸」の船員及び両船に便乗した日魯漁業株式会社の職

員と同社に雇用された漁夫・雑夫だった。日魯の平塚常次郎社長

は、戦況の激しさが増し、危険水域となっていたカムチャツカへ

の昭和20（1945）年の出漁を中止する肚

づもりでいたが、閣議決定後の政府や軍

からの要請に従い、上記二隻を小樽港か

ら送り出した（岡本信男編『日魯漁業経

営史』第１巻、1971年）。  

 笠戸丸」は日魯のウトカ地方の漁場

に、「第二龍宝丸」は日魯のケフタ地方

の漁場に無事到着し、今回の渡航の目的とされた「前年の積み

残し分の缶詰の積み込み作業」を無事終えた。8月9日のソ連参

戦を知らされぬまま「笠戸丸」は乗船してきたソ連兵によって

強制的に下船させられた後に沈められ（藤崎康夫『航行－ロシ

ア船笠戸丸』1983年）、「第二龍宝丸」は来船したソ連軍の上

官からの「日本政府の要請を受けて船を安全な場所に移す」、

という申し出に従い全員が下船した後、拿捕された（三島正道

『カムチャツカ物語－第二龍寶丸虜囚之顛末』2001年）。 

  帰国手段を失った人たちは他所に移動させられ、日魯の幹部

及び両船に送り込まれた情報将校（両者合わせて10数名）を除

く約700名は、戦前日魯が経営していた漁場や缶詰工場での使役

や雑役、荷役作業や森林伐採などの重労働に就かされた。ただ

し、二年間のカムチャツカ抑留中の境遇は一様ではなかったよ

うで、「第二龍宝丸」元機関部の三島正道は、ソ連兵の見張り

もノルマを課せられることもなかった時期の船員たちは比較的

安穏と過ごし、シベリア抑留者が体験したようなソ連側からの

思想教育などはなかった、と回想している。 現地で病死や凍死

した人たちは100名を超えたようだが、カムチャツ

カからの初の引揚者は、真岡から樺太王子製紙の

職員と共に1947年10月19日、「宗谷丸」で函館に

入港した。函館援護局作成の同年11月号『局報』

には、カムチャツカからの引揚者には栄養失調が

多くみられた、と記されている。  

    （ロシア極東連邦総合大学函館校教授）  

クール！レニングラード 連載No.3「オネガ湖畔のオネガ湖駅」      

おさむ 

宮川 琢 

（左上）エレクトリーチカの車内（右）ラドガ湖駅の白い駅舎  

（映画「モスクワは涙を信じない」より URL: TTransport/photo/20757 ） 

倉田 有佳 


